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はは  じじ  めめ  にに 

 

 岡山県企業局では、県内三大河川をはじめとする豊かな水の恵みなどを生かした電気

事業と工業用水道事業の健全な経営を通じて、県民生活の向上と地域産業の振興への貢

献による「生き活き岡山」の実現を目指しております。 

近年は、新型コロナウイルス感染症による業務への影響を最小限に抑えるため、企業

局における職場環境の確保など、業務継続のための体制確保を推進してまいりました。

引き続き、公営企業に対する信頼を確保し、県民の皆様や企業にとってのライフライン

を守るため、持続的な事業運営に努めてまいります。 

 電気事業については、旭川発電所（第一・第二）、新見発電所、加茂発電所など県内

１８か所の発電所において、純国産でクリーンなエネルギーを活用した水力発電を実施

するともに、岡山空港太陽光発電所の運営も行っています。また、再生可能エネルギー

を一層推進する観点から、平成２９年１０月に倉見発電所のリニューアルを完成させた

ところであり、引き続き新たな水力発電所の建設可能性等について調査・研究を行い、

効果的・効率的な発電事業の推進に取り組んでまいります。 

 国における電力システム改革が進められる中、電気事業を取り巻く環境は大きく変化

していますが、今後も、公営企業として引き続き適切な事業運営に努めてまいります。 

 一方、工業用水道事業では、水島・児島、笠岡、勝央の各地区で、企業の生産活動に

欠かせない工業用水を安定的に供給しています。水島地区については、企業の立地が進

む玉島ハーバーアイランドにおいて、平成２８年１２月から給水を開始しており、本県

経済の特徴である「ものづくり」産業の発展に寄与してまいりたいと考えております。 

 工業用水道施設の震災対策については、安定的な給水の実現と南海トラフ等の巨大地

震への対応のため、施設の総点検を行うとともに、施設の耐震補強、配水ルートの二重

化等、施設の状況に合わせた震災対策を引き続き集中的に実施してまいります。 

 また、両事業を取り巻く経営環境が大きく変化する中、公営企業としての公共性と経

済性を維持しながら、健全で効率的な事業運営を実現していくための基本方針と具体的

な取組を明らかにした「岡山県企業局経営計画 2019～2028」を平成３１年１月に策定し

ました。本計画に基づき、上記をはじめとする各種取組を着実に実施するとともに、令

和２年度からは電力会社と連携して「おかやま水力電気活用プラン」を提供するなど、

引き続き、地域貢献はもとより、公営企業として岡山県の経済発展と県民福祉の向上に

寄与してまいります。 

 岡山県企業局は本年発足から６０周年を迎えます。多年にわたる県民の皆様、関係事

業者の皆様の御理解、御支援に深く感謝するとともに、常に業務に対する改善の意識を

持ちながら、これまで以上に効率的な運営とサービス水準の向上に努めてまいります。 

 ここに、企業局が取り組む事業の一端をとりまとめましたので、ご覧いただけたら幸

いです。 

 

  令和５年５月 

 

岡山県公営企業管理者 片山 誠一 
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電電気気事事業業 
  

（（県県民民生生活活やや産産業業活活動動のの重重要要ななエエネネルルギギーー）） 

 

１１  事事業業概概要要 

 岡山県企業局では、県営電気事業として、県下三大河川を利用する水力発電と「晴れの国おか

やま」の特長を生かした太陽光発電を行っています。 

 岡山県営電気事業は、旭川水系において、昭和２６年から洪水調節、各種用水の確保及び発電

を目的として旭川ダムが建設されたことに始まり、昭和２９年５月に旭川第一発電所を、また同

年１１月には旭川第二発電所を完成させました。当時、県下の電力事情は、非常にひっ迫した情

勢にありましたが、発電所の完成によって大いに緩和され、今日の工業県としての基礎と県営電

気事業の基盤が形成されました。 

 高梁川水系においては、水島臨海工業地帯への工業用水の供給、洪水調整及び発電を目的とし

て、昭和３４年から同水系西川に河本ダムの建設が進められ、昭和３８年１０月に新見発電所を

完成させました。 

 吉井川水系においては、昭和３８年に加茂川総合開発事業の一環として、同水系倉見川に農業

防災、農業用水の確保及び発電を目的とした黒木ダムの建設が進められ、昭和４３年３月に加茂

発電所を完成させました。 

 そして、昭和４８年のオイルショック以降は、原油価格の急騰により、自然の循環性を持った

純国産でクリーンなエネルギーとして水力が再び見直されるようになり、全国に先駆けて小水力

発電の開発に積極的に取り組みました。昭和５４年３月には黒木えん堤直下に黒木えん堤発電所

を完成させたのを始め、昭和５７年３月には香々美ダム及び久賀ダム（いずれも農業防災、農業

用水の確保）にそれぞれ越畑発電所及び久賀発電所を、昭和５８年１１月には、岡山県企業局と

して初めての水路式発電所となる倉見発電所を、昭和５９年３月には黒木ダムへ注ぐ阿波支水路

を利用した滝ノ谷発電所を、昭和５９年６月及び昭和６１年１０月には既存の砂防えん堤を利用

した梶並発電所及び阿波発電所を完成させました。また、平成３年５月には、公営電気事業では

全国初のゴム堰を利用した寄水発電所を、平成７年３月には津川ダム直下に津川発電所を、平成

９年３月にはゴム堰を利用した大町発電所を、平成１０年８月には千屋ダム直下に千屋発電所を、

平成１３年３月にはゴム堰を利用した真加子発電所を、平成１７年３月には国土交通省が建設し

た苫田ダム直下に苫田発電所を、平成１８年３月には三室川ダム直下に三室発電所を完成させま

した。 

 平成２１年４月には、電力自由化に対応する効率的な経営体制を確立するため、すべての発電

所の運転・監視制御と保守業務を集約化した発電総合管理事務所の運用を開始しました。 

 また、再生可能エネルギー推進の取り組みとして、平成２５年１２月には岡山空港南側の斜面

を利用した岡山空港太陽光発電所を、平成２９年１０月には倉見発電所のリニューアルを完成さ

せました。平成３０年度には、阿波発電所のリニューアル工事に着手しました。 

 今後とも、既設発電所の円滑な運営はもとより、小水力発電の新規開発の調査や既設発電所の

リニューアルを進め、地球環境にやさしいローカルクリーンエネルギーの安定供給に努めます。 

2



3



4



３３  発発電電所所のの概概要要 

（単位，出力：kＷ，電力量：千 kＷh） 

区 

分 

 
発電所名称 

 
最大出力 

年 間 目 標 
供 給 電 力 量 

型  式 水  系 

水 
 
 

 

力 
 

 
 

発 
 

 
 

電 
 

 
 

所 

旭 川 第 一      18,700 
 96,059 

ダ ム 式 
旭   川 

旭 川 第 二      3,700 ダム水路式 

新   見 10,900  30,592 〃 高 梁 川 

加   茂 14,000  48,576 〃 

吉 井 川 

黒木えん堤  100    518 ダ ム 式 

越   畑  200    863 〃 

久   賀  190   1,061 〃 

倉   見  660   3,100 水 路 式 

滝 ノ 谷  120    293 〃 

梶   並  180    690 〃 

阿   波  360   238 〃 

寄   水 1,500   6,661 〃 旭   川 

津    川  360   1,678 ダ ム 式 
吉 井 川 

大   町 1,200   4,626 水 路 式 

千   屋 3,000  13,289 ダ ム 式 高 梁 川 

真 加 子 1,200   4,818 水 路 式 旭   川 

苫   田 4,600  22,884 ダ ム 式 吉 井 川 

三   室  460   2,574 〃 高 梁 川 

水 力 計 61,430 238,520 － － 

岡山空港太陽光 3,500    3,600 － － 

合   計 64,930 242,120 － － 

 注１）最 大 出 力    ：当該発電所で発電できる最大の出力をいう。 
    ｋＷ、ｋＷｈ：Ｗとは、電気エネルギーを使って仕事をする能力の大きさ 
                   （１Ｖの電圧で１Ａの電流が流れている時の電力が１Ｗ） 
                    Ｗｈとは、一定の電力（Ｗ）で一定時間（ｈ）仕事をしたときの電気の量 
          （１Ｗで１時間の仕事量が１Ｗｈ） 
          １ｋＷ＝１，０００Ｗ、１ｋＷｈ＝１，０００Ｗｈ 
       ダ ム 式：ダムの貯水を利用して、その落差により発電する方式 
    水 路 式：河川から取水して水槽に導水し、そこからの落差を利用して発電する方式 
    ダム水路式：ダム式と水路式を結合したもので、ダムの貯水と導水路の双方による落差を利用し 
          て発電する方式 
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  ((44))  小小水水力力発発電電所所    
 

発 電 所 名 黒 木 え ん 堤 越 畑 久 賀 倉    見※ 滝 ノ 谷 

河 川 名 吉井川水系倉見川 吉井川水系香々美川         吉井川水系梶並川 吉井川水系倉見川 吉井川水系加茂川 

工 事 着 工 昭 和 5 3 年 1 0 月 昭 和 5 6 年 ６ 月 昭 和 5 6 年 ６ 月 昭 和 5 7 年 6 月 昭 和 5 8 年 1 0 月 

運 転 開 始 昭 和 5 4 年 ４ 月 昭 和 5 7 年 ４ 月 昭 和 5 7 年 ４ 月 昭 和 5 8 年 1 1 月 昭 和 5 9 年 ４ 月 

使 用 

水 量 

最 大 0.35â/s 1.20â/s 1.20â/s 1.07â/s 1.10â/s 

常 時 0.20â/s 0.16â/s 0.36â/s 0.22â/s 0.05â/s 

有 効 

落 差 

最 大 44.00ｍ 24.50ｍ 21.00ｍ 77.57ｍ 15.32ｍ 

常 時 33.51ｍ 22.35ｍ 18.65ｍ 78.92ｍ 15.48ｍ 

発 電 力 

最 大 100kＷ 200kＷ 190kＷ 660kＷ 120kＷ 

常 時 41kＷ 0kＷ 35kＷ 89kＷ 0kＷ 

年間目標供給電力量 518千kＷh 863千kＷh 1,061千kＷh 3,100千kＷh 293千kＷh 

ダム・堰 

高 さ 53.00ｍ 39.00ｍ 36.50ｍ 4.20ｍ 4.90ｍ 

長 さ 193.00ｍ 131.00ｍ 171.00ｍ 41.00ｍ 25.00ｍ 

取水塔 表面取水方式 表面取水方式 表面取水方式 － － 

水 圧 

管 路 

条 数 １条 １条 １条 １条 １条 

内 径 0.44～0.45ｍ 0.50～0.80ｍ 0.80～1.20ｍ 0.80ｍ 0.90ｍ 

延 長 69.17ｍ 113.43ｍ 110.52ｍ 153.84ｍ 3.60ｍ 

発 電 所 の 建 物 地下式 半地下式 半地下式 半地下式 － 

水 車 

種 類 横軸フランシス 横軸クロスフロー 横軸フランシス 横軸フランシス 立軸チューブラ 

出 力 120kＷ 220kＷ 210kＷ 719kＷ 130kＷ 

台 数 １台 １台 １台 １台 １台 

発 電 機 

種 類 三相誘導発電機 三相誘導発電機 三相誘導発電機 三相誘導発電機 三相誘導発電機 

容 量 100kＷ 200kＷ 190kＷ 660kＷ 120kＷ 

台 数 １台 １台 １台 １台 １台 

事業費(建設時) 60百万円 150百万円 161百万円 641百万円 109百万円 

  ※平成２９年１０月リニューアル 

  注）小水力発電所とは、比較的小規模な発電で、おおむね 5,000kＷ以下の施設をいう。 
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発 電 所 名 梶 並 阿 波 寄 水 津 川 大 町 

河 川 名 吉井川水系梶並川 吉井川水系加茂川 旭 川 水 系 新 庄 川 吉井川水系津川川 吉井川水系香々美川         

工 事 着 工 昭 和 5 8 年 1 0 月 昭 和 6 0 年 ７ 月 平 成 ２ 年 ３ 月 平 成 ３ 年 1 1 月 平 成 ７ 年 ５ 月 

運 転 開 始 昭 和 5 9 年 ７ 月 昭 和 6 1 年 1 1 月 平 成 ３ 年 ６ 月 平 成 ７ 年 ４ 月 平 成 ９ 年 ４ 月 

使 用 

水 量 

最 大 2.60â/s 0.85â/s 4.60â/s 1.00â/s 1.80â/s 

常 時 0.35â/s 0.18â/s 1.92â/s 0.34â/s 0.39â/s 

有 効 

落 差 

最 大 9.70ｍ 54.90ｍ 42.00ｍ 46.65ｍ 79.90ｍ 

常 時 10.19ｍ 55.87ｍ 42.82ｍ 37.32ｍ 81.29ｍ 

発 電 力 

最 大 180kＷ 360kＷ 1,500kＷ 360kＷ 1,200kＷ 

常 時 16kＷ 42kＷ 530kＷ 78kＷ 180kＷ 

年間目標供給電力量 690千kＷh 1,811千kＷh 6,661千kＷh 1,678千kＷh 4,626千kＷh 

ダム・堰 

高 さ (既設砂防えん堤)10.60ｍ (既設砂防えん堤)14.50ｍ (ゴムぜき)2.00ｍ 76.00ｍ (ゴムぜき)2.00ｍ 

長 さ (既設砂防えん堤)58.20ｍ (既設砂防えん堤)47.80ｍ 27.40ｍ 228.00ｍ 22.00ｍ 

取 水 塔 － － － 表面取水方式 － 

水 圧 

管 路 

条 数 １条 １条 １条 １条 １条 

内 径 1.20ｍ 0.68～0.70ｍ 1.20～1.45ｍ 0.52～0.80ｍ 0.70～1.00ｍ 

延 長 39.80ｍ 106.60ｍ 52.48ｍ 113.54ｍ 137.73ｍ 

発 電 所 の 建 物 地下式 半地下式 半地下式 半地下式 半地下式 

水 車 

種 類 横軸フランシス 横軸フランシス 横軸フランシス 横軸フランシス 横軸フランシス 

出 力 200kＷ 380kＷ 1,600kＷ 386kＷ 1,234kＷ 

台 数 １台 １台 １台 １台 １台 

発 電 機 

種 類 三相誘導発電機 三相誘導発電機 三相同期発電機 三相誘導発電機 三相同期発電機 

容 量 180kＷ 360kＷ 1,600kＶＡ 360kＷ 1,230kＶＡ 

台 数 １台 １台 １台 １台 １台 

事業費(建設時) 201百万円 504百万円 2,108百万円 336百万円 1,906百万円 
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発 電 所 名 千 屋 真 加 子 苫 田 三 室 高    瀬※ 

河 川 名 高梁川水系高梁川 旭川水系下和川 吉井川水系吉井川 高梁川水系三室川 高梁川水系高瀬川 

工 事 着 工 平 成 ５ 年 ２ 月 平 成 1 1 年 ５ 月 平 成 1 3 年 １ 月 平 成 1 3 年 8 月 昭 和 5 6 年 ７ 月 

運 転 開 始 平 成 1 0 年 ８ 月 平 成 1 3 年 ４ 月 平 成 1 7 年 ４ 月 平 成 1 8 年 4 月 昭 和 5 7 年 ３ 月 

使 用 

水 量 

最 大 5.50â/s 2.80â/s 17.0â/s 1.10â/s 0.90â/s 

常 時 1.63â/s 0.52â/s 5.43â/s 0.34â/s 0.28â/s 

有 効 

落 差 

最 大 66.30ｍ 54.90ｍ 33.10ｍ 56.20ｍ 43.00ｍ 

常 時 49.34ｍ 56.04ｍ 24.50ｍ 42.10ｍ 39.47ｍ 

発 電 力 

最 大 3,000kＷ 1,200kＷ 4,600kＷ 460kＷ 280kＷ 

常 時 460kＷ 0kＷ 710kＷ 76kＷ 58kＷ 

年間目標供給電力量 13,289千kＷh 4,818千kＷh 22,884千kＷh 2,574千kＷh 1,664千kＷh 

ダム・堰 

高 さ 97.50ｍ (ゴムぜき)1.90ｍ 74.00ｍ 74.50ｍ 67.00ｍ 

長 さ 259.00ｍ 30.90ｍ 225.00ｍ 231.00ｍ 273.60ｍ 

取 水 塔 表面取水方式 － 表面取水方式 表面取水方式 表面取水方式 

水 圧 

管 路 

条 数 １条 １条 １条 １条 １条 

内 径 1.10～1.50ｍ 0.75～1.60ｍ 2.20～2.50ｍ 0.60～0.70ｍ 0.80ｍ 

延 長 165.06ｍ 101.52ｍ 95.14ｍ 9.527ｍ 122.87ｍ 

発 電 所 の 建 物 半地下式 半地下式 半地下式 地下式 地下式 

水 車 

種 類 横軸フランシス 横軸フランシス 立軸フランシス 横軸フランシス 横軸フランシス 

出 力 3,090kＷ 1,310kＷ 4,830kＷ 500kＷ 310kＷ 

台 数 １台 １台 １台 １台 １台 

発 電 機 

種 類 三相同期発電機 三相同期発電機 三相同期発電機 三相誘導発電機 三相同期発電機 

容 量 3,200kＶＡ 1,320kＶＡ 4,900kＶＡ 460kＷ 310kＶＡ 

台 数 １台 １台 １台 １台 １台 

事業費(建設時) 1,778百万円 1,784百万円 2,641百万円 520百万円 220百万円 

  ※高瀬発電所については、県土木部から運転・保守管理業務を受託している。 
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地等へ立地する企業に対して、13,000 ㎥／日を供給する第３期事業に着手し、平成５年３月に

完成させました。この結果、笠岡工業用水道の給水能力は、第１期、第２期及び第３期事業を合

わせて、49,700 ㎥／日となっています。なお、水島及び笠岡工業用水道施設については、工業

用水道事務所（西之浦浄水場）で一元的に管理しています。 

 勝央工業用水道は、内陸工業団地のモデルケースとして旧地域振興整備公団が建設した勝央中

核工業団地に立地する企業の工業用水の需要に対応するため、昭和５１年度から事業に着手し、

給水能力 4,200 ㎥／日の施設を昭和５３年度に完成させ、昭和５５年４月に給水を開始しました。

また、先端技術型企業の立地を図るために建設された新勝央中核工業団地（51.6ha）への企業立

地促進のため、平成１０年１０月から給水区域を拡大しています。 

 

工工業業用用水水道道のの概概要要  
 

区 分 給 水 ( 供 用 ) 開 始 事 業 費 ダ ム 名 給 水 能 力 給 水 区 域 

工 
 
 

業 
 
 

用 
 
 

水 
 
 

道 
 
 

事 
 
 

業 

水 島 第 ２ 期 

年月 
Ｓ43.４ 

 

千円 
3,757,434 

 
新成羽川ダム 

㎥／日 
201,500 

 
倉 敷 市 

水 島 第 ３ 期 Ｓ45.９ 3,683,652 〃 206,500 〃 

水  島 

第４期 

１ 種 Ｓ36.７ 4,172,220 河 本 ダ ム 122,500 〃 

２ 種 
水島 Ｓ50.10 

33,445,886 千屋ダム他 
157,500 

〃 
児島 Ｈ２.４ 20,000 

小計（水島）  45,059,192  708,000  

笠 岡 第 １ 期 Ｓ47.10 
1,687,742 

 
新成羽川ダム 33,000 

笠 岡 市 

浅口郡里庄町 

笠 岡 第 ２ 期 Ｓ60.４ 117,400 〃 3,700 〃 

笠 岡 第 ３ 期 Ｈ５.４ 2,847,000 〃 13,000 〃 

小計（笠岡）  4,652,142  49,700  

勝 央 Ｓ55.４ 757,310 
西 原 ダ ム 4,200 勝田郡勝央町 

 給水区域拡大 Ｈ10.10 82,010 

合   計  50,550,654  761,900  
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４４  経経営営状状況況 

 営業開始当初は、企業立地の遅れなどから給水量が伸び悩み、赤字経営を余儀なくされていまし

たが、昭和 40 年度以降は好調な需要の伸びにより、昭和 42 年度に累積赤字を解消して黒字経営に

転換しました。その後も健全経営に努め、比較的安定した黒字経営を続けているところですが、施

設の震災対策工事を集中的に実施しており、一時的に多額の資金が必要となることから、今後、企

業債の活用を検討しながら、資金の安定性を保ってまいります。 

 なお、黒字経営から生じる利益剰余金については、資本的支出としての工業用水道の施設改良や

起債の償還に要する経費などに充てられています。 

 

((11))  工工業業用用水水道道のの料料金金 

（単位：円／㎥） 

区     分 水  質 基本料金 未達料金 特定料金 超過料金 

  水島第２期工業用水道事業 浄 水 10.00 4.20 12.00 20.00 

   〃 第３期      〃 〃 11.60 5.20 13.90 23.20 

   〃 第４期 〃 

１    種 〃 13.60 8.30 16.30 27.20 

２種水島地区 〃 20.50 10.50 24.60 41.00 

２種児島地区 〃 44.46 29.06 53.35 88.92 

  笠岡第１期 〃 
浄 水※ 24.50 12.00 29.40 49.00 

原 水※ 20.10 9.30 24.10 40.20 

   〃 第２期 〃 
浄 水※ 33.00 11.90 39.60 66.00 

原 水※ 29.70 7.30 35.60 59.40 

   〃 第３期 〃 
浄 水※ 45.00 40.85 54.00 90.00 

原 水※ 28.49 15.46 34.19 56.98 

  勝   央 〃 原 水 35.00 11.80 42.00 70.00 

※笠岡第１～３期の水質については、供給区域によって異なりますので、事前に御相談ください。   

 

注１）料金は、消費税及び地方消費税抜き 

    ２）基 本 料 金     ：工業用水の使用者が、常時使用する１日当たりの工業用水の量で、責任水量の 

               範囲で毎年度公営企業管理者が承認した基本使用水量１㎥当たりの料金       

   ３）未 達 料 金     ：責任水量から基本使用水量を差し引いた未達水量１㎥当たりの料金           

   ４）特 定 料 金     ：工業用水の使用者が、一定の期間に限って基本使用水量を超えて使用する場合 

           の１日当たりの工業用水の量で、責任水量の範囲で公営企業管理者が承認した 

           特定使用水量１㎥当たりの料金                                           

    ５）超 過 料 金     ：ひと月の日数に基本使用水量を乗じて得た水量を基準とし、工業用水の使用者 

           の当該月の水使用量実績が当該基準を超えた場合、その超えた部分の超過使用 

           水量１㎥当たりの料金 
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((22))  給給水水状状況況  

①①  給給水水のの状状況況                                                                                                          （（単単位位：：㎥㎥／／日日））  

       年度 

区分 
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

水 

 

島 

給 水工場数         60 60 60 60 60 

責 任 水 量    690,940 690,940 690,950 690,970 690,970 

基本使用水量    509,830 505,830 505,520 509,840 524,040 

笠 

 

岡 

給 水工場数         21 21 20 20 20 

責 任 水 量     39,950 40,070 39,070 39,070 39,070 

基本使用水量     36,040 35,840 35,030 35,030 34,930 

勝 

 

央 

給 水工場数         13 13 13 13 13 

責 任 水 量      1,910 1,910 1,910 1,910 1,980 

基本使用水量      1,060 1,060 1,010 1,010 1,020 

合 

 

計 

給 水工場数         94 94 93 93 93 

責 任 水 量   732,800 732,920 731,930 731,950 732,020 

基本使用水量    546,930 542,730 541,560 545,880 559,990 

※各年度４月１日現在 

  注１）責 任 水 量     ：工業用水の使用者が、自らの長期事業計画に基づいて供給を希望する最大限の１ 

           日当たりの工業用水の量のうち、公営企業管理者が承認した水量 

  ２）基本使用水量：工業用水の使用者が、常時使用する１日当たりの工業用水の量で、責任水量の範 

           囲で毎年度公営企業管理者が承認した水量 

 

② 責任水量と基本使用水量の推移 

0

200

400

600

800

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

(千m3／⽇) 責任⽔量 基本使⽤⽔量

年度 
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５５  施施設設のの概概要要 

((11))  水水島島第第２２期期工工業業用用水水道道事事業業 

建 設 期 間 昭和41年４月～昭和46年３月 

水 源 高梁川（表流水） 

水 量 取水量216,700㎥／日 給水量201,500㎥／日 

貯 水 施 設 新成羽川ダム 

高さ103ｍ 長さ289ｍ 有効貯水容量80,500千㎥ 

貯水地点 高梁川水系成羽川 

     高梁市備中町西油野  高梁市備中町平川 

取
水
施
設 

取 水 口 鉄筋コンクリート造 幅 3.0ｍ 高さ2.1ｍ ２連 

導 水 函 渠 鉄筋コンクリート造 幅 1.5ｍ 高さ1.7ｍ 延長109ｍ ２連 

導
水
施
設 

沈 砂 池 鉄筋コンクリート造 幅21.2ｍ 長さ44.9ｍ 高さ9.0ｍ １池 

揚水ポンプ室 鉄筋コンクリート造 幅 8.1ｍ 長さ20.6ｍ 

揚 水 ポ ン プ 内径600ú 90kＷ４台 

浄 
 

水 
 

施 
 

設 

傾 斜 板 式 
沈 殿 池 

鉄筋コンクリート造 幅42.3ｍ 長さ52.0ｍ 高さ4.5ｍ～6.0ｍ ２池 

浄 水 池 鉄筋コンクリート造 幅25.3ｍ 長さ45.0ｍ 高さ4.7ｍ～6.0ｍ １池 

場 内 配 管 鋼管及びダクタイル鋳鉄管 内径1,350ú～1,800ú 延長198ｍ 

薬品注入設備 硫酸バンド、苛性ソーダ、硫酸 

管 理 事 務 所 鉄筋コンクリート造 間口18.0ｍ 奥行36.0ｍ 地上３階 

汚泥処理設備 加圧脱水機１台（第２期、第３期共用） 濃縮槽２槽 

送
水
施
設 

送水ポンプ室 鉄筋コンクリート造 幅9.3ｍ 長さ23.3ｍ 

送 水 ポ ン プ 内径600ú 150kＷ ５台 

送 水 管 鋼管及びダクタイル鋳鉄管 内径1,350ú 延長4,567ｍ 

配 
 

水 
 

施 
 

設 

配 水 池 
鉄筋コンクリート造 幅56.0ｍ 長さ60.6ｍ 高さ3.0ｍ ２池 

（容量10,000㎥×２池） 

配水ポンプ室 鉄筋コンクリート及び鉄骨造 幅10.0ｍ 長さ60.2ｍ 

配 水 ポ ン プ 内径600ú 110kＷ ２台 250kＷ ３台 

配 

水 

管 

Ｂ･Ｂ'地区     鋼 管          内径800ú～1,200ú 延長9,779ｍ 

Ｃ 地 区 鋼管及びダクタイル鋳鉄管 内径150ú～1,100ú 延長7,177ｍ 

Ｄ 地 区 鋼 管          内径1,200ú     延長1,116ｍ 

管 延 長 合 計                     18,072ｍ 

事業費(建設時) 3,757,434千円（国庫補助対象事業費3,656,000千円） 
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亀亀島島配配水水場場  

鶴鶴新新田田浄浄水水場場  西之浦浄水場太陽光発電システム 

 （西之浦浄水場） 工工業業用用水水道道事事務務所所  
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デュポン・スタイロデュポン・スタイロ

アイサービスアイサービス
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西原ダムからは、動力を使わず
に自然流下方式で、工業用水を
供給しています。 
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　　電源造林
　　工業用水源造林

企業局　水源かん養林 Ｒ５.４.１ 現在

真庭市 鉄山
１７．０８ha
Ｓ３３～３４

真庭市 菅谷
９．１２ｈａ
Ｓ３３

真庭市 見明戸
５８．０９ha
Ｓ３５～３８

真庭市 日名
４１．９５ha
Ｓ３７～３９

鏡野町 富西谷
１５２．７６ha
Ｓ３３～４０

新庄村 広戸谷
１６．３２ha

Ｓ３４～３５

新庄村 木地原家ノ上
１７．３２ha
Ｓ３５～３６

吉備中央町 神瀬
４．３９ha
Ｓ３５～３６

岡山市 北区建部町品田
１．８６ha
Ｓ３５

津山市 加茂町黒木
（企業局の森）
２０．６０ha
Ｓ４２～５７

新見市 菅生
８８．７８ha
Ｓ４５～５０

新見市 千屋井原
４７．９２ha
Ｓ５２～５４

所 在
面 積
新植期間

新見市 哲西町上神代
５４．９４ha
Ｓ４５～５１

旧美甘村

旧勝山町

旧湯原町

旧落合町

旧加茂川町

旧富村

旧加茂町

旧哲西町

旧建部町
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２２  市市町町村村交交付付金金 

企業局の資産は、固定資産税が非課税であることから、「国有資産等所在市町村交付金法」に

基づき、固定資産の価格(交付金算定標準額)の 1.4％を施設所在市町村に対して交付金として交

付しています。 

 対象資産としては、電気事業用資産、工業用水道事業の用に供するダムの資産、公舎等が該当

します。 

 なお、倉敷市、笠岡市、勝央町内に存する工業用水道事業の浄水・配水施設等は、受益者不交

付のため、対象外となります。 

 

市市町町村村交交付付金金交交付付額額一一覧覧表表（（令令和和４４年年度度実実績績））  

                                       （円） 

市 町 村 名 電 気 事 業 工業用水道事業 合    計   

岡 山 市 41,990,600 147,700 42,138,300 

倉 敷 市  273,600 273,600 

津 山 市 18,805,400  18,805,400 

高 梁 市 75,400 4,572,600 4,648,000 

新 見 市 17,126,300 112,293,200 129,419,500 

真 庭 市 15,677,500  15,677,500 

美 作 市 1,594,700  1,594,700 

新 庄 村 3,700  3,700 

鏡 野 町 13,750,500  13,750,500 

奈 義 町  1,166,800 1,166,800 

美 咲 町 90,500  90,500 

吉 備中央町 246,300  246,300 

合 計 109,360,900 118,453,900 227,814,800 
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当当 初初 予予 算算 及及 びび 貸貸 借借 対対 照照 表表
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（単位：千円）

款 項

営 業 収 益 3,091,683 3,010,736 △ 80,947

財 務 収 益 2,528 1,731 △ 797

営 業 外 収 益 7,030 7,980 950

合　    計 3,101,241 3,020,447 △ 80,794

営 業 費 用 2,160,645 2,230,815 70,170

財 務 費 用 35,757 27,582 △ 8,175

営 業 外 費 用 183,944 166,474 △ 17,470

予 備 費 10,000 10,000 0

合　    計 2,390,346 2,434,871 44,525

710,895 585,576 △ 125,319

固 定 資 産 売 却 代 金 2,425 0 △ 2,425

合　    計 2,425 0 △ 2,425

建 設 改 良 費 425,778 278,785 △ 146,993

企 業 債 償 還 金 388,219 370,014 △ 18,205

投 資 0 755 755

再生可能エネルギー等推進費 307,084 424,439 117,355

合　    計 1,121,081 1,073,993 △ 47,088

△ 1,118,656 △ 1,073,993 44,663

電電　　気気　　事事　　業業　　会会　　計計

収収益益的的収収支支及及びび資資本本的的収収支支のの状状況況

分類
科　　目 令和４年度

予 算 額
令和５年度
予 算 額

増　　減

資 金 過 不 足 額

資

本

的

収

支

資
本
的

収
　
入

収

益

的

収

支

電
気
事
業

収
　
　
益

電
気
事
業

費
　
　
用

当 年 度 純 利 益

資
本
的

支
　
出

人件費※

19%

修繕費

14%

交付金

5%

水利使用料

3%

減価償却費

30%

支払利息

1%

その他

28%

電気事業費用の構成比（令和５年度）

※退職給付費を除く
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（単位：千円）

款 項

営 業 収 益 3,091,683 3,010,736 △ 80,947

財 務 収 益 2,528 1,731 △ 797

営 業 外 収 益 7,030 7,980 950

合　    計 3,101,241 3,020,447 △ 80,794

営 業 費 用 2,160,645 2,230,815 70,170

財 務 費 用 35,757 27,582 △ 8,175

営 業 外 費 用 183,944 166,474 △ 17,470

予 備 費 10,000 10,000 0

合　    計 2,390,346 2,434,871 44,525

710,895 585,576 △ 125,319

固 定 資 産 売 却 代 金 2,425 0 △ 2,425

合　    計 2,425 0 △ 2,425

建 設 改 良 費 425,778 278,785 △ 146,993

企 業 債 償 還 金 388,219 370,014 △ 18,205

投 資 0 755 755

再生可能エネルギー等推進費 307,084 424,439 117,355

合　    計 1,121,081 1,073,993 △ 47,088

△ 1,118,656 △ 1,073,993 44,663

電電　　気気　　事事　　業業　　会会　　計計

収収益益的的収収支支及及びび資資本本的的収収支支のの状状況況

分類
科　　目 令和４年度

予 算 額
令和５年度
予 算 額

増　　減

資 金 過 不 足 額

資

本

的

収

支

資
本
的

収
　
入

収

益

的

収

支

電
気
事
業

収
　
　
益

電
気
事
業

費
　
　
用

当 年 度 純 利 益

資
本
的

支
　
出

人件費※

19%

修繕費

14%

交付金

5%

水利使用料

3%

減価償却費

30%

支払利息

1%

その他

28%

電気事業費用の構成比（令和５年度）

※退職給付費を除く

（単位：千円）

款 項

営 業 収 益 3,575,573 3,591,650 16,077

財 務 収 益 996 1,329 333

営 業 外 収 益 299,585 265,205 △ 34,380

合　    計 3,876,154 3,858,184 △ 17,970

営 業 費 用 3,586,920 3,646,670 59,750

財 務 費 用 16,456 9,066 △ 7,390

営 業 外 費 用 88,152 27,840 △ 60,312

特 別 損 失 73,275 0 △ 73,275

予 備 費 12,000 12,000 0

合　    計 3,776,803 3,695,576 △ 81,227

99,351 162,608 63,257

国 庫 補 助 金 0 1,100 1,100

固 定 資 産 売 却 代 金 100 100 0

負 担 金 43,762 83,853 40,091

合　    計 43,862 85,053 41,191

建 設 改 良 費 984,440 1,579,205 594,765

企 業 債 償 還 金 326,290 205,810 △ 120,480

投 資 0 21 21

合　    計 1,310,730 1,785,036 474,306

△ 1,266,868 △ 1,699,983 △ 433,115

工工　　業業　　用用　　水水　　道道　　事事　　業業　　会会　　計計

収収益益的的収収支支及及びび資資本本的的収収支支のの状状況況

分類
科　　目 令和４年度

予 算 額
令和５年度
予 算 額

増　　減

資

本

的

収

支

資
本
的

収
　
入

資
本
的

支
　
出

資 金 過 不 足 額

収

益

的

収

支

工

業

用

水

道

事
　

業
　

収
　

益

工

業

用

水

道

事

　

業

　

費

　

用

当 年 度 純 利 益

人件費※

14%

修繕費

8%

交付金

3%

委託料

9%

動力費

27%

減価償却費

28%

その他

11%

工業用水道事業費用の構成比（令和５年度）

※退職給付費を除く
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　 (単位:円)

金 額

資　産　の　部

１　

(1)

イ 水 力 発 電 設 備 30,493,990,116

減 価 償 却 累 計 額 18,719,617,490 11,774,372,626 　 　

ロ 太 陽 光 発 電 設 備 1,498,725,675

減 価 償 却 累 計 額 611,398,244 887,327,431

ハ 送 電 設 備 41,295,465

減 価 償 却 累 計 額 32,960,336 8,335,129

ニ 業 務 設 備 169,102,163

減 価 償 却 累 計 額 60,519,095 108,583,068

12,778,618,254

(2)

イ 建 設 仮 勘 定 270,370,000

　　　　 270,370,000

13,048,988,254

２

(1) 7,787,419,244

(2) 365,917,906

(3) 427,609

8,153,764,759

21,202,753,013

電 気 事 業 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 仮 勘 定

固 定 資 産 仮 勘 定 合 計

令和３年度　岡山県営電気事業貸借対照表
(令和４年３月３１日)

区　　　　分

固 定 資 産

電 気 事 業 固 定 資 産

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品
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金 額

負　債　の　部

３

(1)

イ
建設改良費等の財源に充てる
た め の 企 業 債

1,522,319,400

1,522,319,400

(2)

イ 退 職 給 付 引 当 金 487,211,085

ロ 特 別 修 繕 引 当 金 1,085,729,000

1,572,940,085

　　　 3,095,259,485

４　

(1)

イ
建設改良費等の財源に充てる
た め の 企 業 債

388,216,069

388,216,069

(2) 136,377,630

(3)

イ 賞 与 引 当 金 35,028,000

35,028,000

(4) 1,522,840

561,144,539

５

(1) 666,548,736

479,699,789 186,848,947

186,848,947

3,843,252,971

資　本　の　部

６

(1) 14,670,631,839

　　　 14,670,631,839

７

(1)

イ そ の 他 資 本 剰 余 金 11,794,566

　　　 11,794,566

(2)

イ 減 債 積 立 金 74,801,324

ロ
再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 等
推 進 積 立 金

1,534,053,000

ハ 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 1,068,219,313

　　　　 2,677,073,637

　　　　 2,688,868,203

　　　　 17,359,500,042

　　　　 21,202,753,013

剰 余 金 合 計

流 動 負 債 合 計

企 業 債

未 払 金

そ の 他 流 動 負 債

企 業 債 合 計

長 期 前 受 金

長 期 前 受 金 収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

引 当 金

引 当 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

自 己 資 本 金

資 本 金 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

資 本 金

企 業 債

固 定 負 債

区　　　　分

固 定 負 債 合 計

企 業 債 合 計

繰 延 収 益

流 動 負 債

引 当 金

引 当 金 合 計
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　 (単位:円)

金 額

資　産　の　部

１　

(1)

イ 土 地 2,018,798,944

ロ 水 源 か ん 養 林 290,819,111

ハ 建 物 2,171,754,891

建 物 減 価 償 却 累 計 額 1,652,629,197 519,125,694

ニ 構 築 物 43,117,459,375

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額 20,052,905,895 23,064,553,480 　

ホ 機 械 及 び 装 置 14,817,515,587

機 械 及 び 装 置 減 価 償 却 累 計 額 11,552,882,119 3,264,633,468

ヘ 車 両 運 搬 具 29,480,499

車 両 運 搬 具 減 価 償 却 累 計 額 22,665,457 6,815,042

ト 船 舶 11,894,060

船 舶 減 価 償 却 累 計 額 11,299,357 594,703 　

チ 工 具 器 具 及 び 備 品 103,873,916

工具器具及び備品減価償却累計額 81,671,580 22,202,336

リ 建 設 仮 勘 定 3,408,755,739

32,596,298,517

(2)

イ 地 上 権 111,506

ロ 施 設 利 用 権 109,673

ハ 電 話 加 入 権 2,793,679

ニ そ の 他 無 形 固 定 資 産 73,013,983

　　　　 76,028,841

32,672,327,358

２

(1) 7,719,176,954

(2) 474,172,055

(3) 14,695,745

(4) 14,036,000

8,222,080,754

40,894,408,112

有 形 固 定 資 産 合 計

令和３年度　岡山県営工業用水道事業貸借対照表
(令和４年３月３１日)

区　　　　分

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

前 払 金

流 動 資 産 合 計
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金 額

負　債　の　部

３

(1)

イ
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

462,985,628

462,985,628

(2)

イ 退 職 給 付 引 当 金 483,774,290

ロ 特 別 修 繕 引 当 金 430,367,054

914,141,344

　　　 1,377,126,972

４　

(1)

イ
建 設 改 良 費 等 の 財 源 に 充 て る
た め の 企 業 債

326,288,507

326,288,507

(2) 577,328,041

(3)

イ 賞 与 引 当 金 41,537,000

ロ 特 別 修 繕 引 当 金 94,357,000

135,894,000

(4) 3,691,805

1,043,202,353

５

(1) 14,730,097,475

8,833,215,653 5,896,881,822

5,896,881,822

8,317,211,147

資　本　の　部

６

(1) 30,382,360,554

　　　 30,382,360,554

７

(1)

イ 受 贈 財 産 評 価 額 122,831,446

ロ そ の 他 資 本 剰 余 金 673,362,619

　　　 796,194,065

(2)

イ 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 1,398,642,346

　　　　 1,398,642,346

　　　　 2,194,836,411

　　　　 32,577,196,965

　　　　 40,894,408,112

区　　　　分

固 定 負 債

企 業 債

企 業 債 合 計

引 当 金

引 当 金 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

企 業 債 合 計

未 払 金

資 本 金 合 計

引 当 金

引 当 金 合 計

そ の 他 流 動 負 債

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

長 期 前 受 金 収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資 本 金

自 己 資 本 金

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

剰 余 金

資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計
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【【  参参  考考  資資  料料  】】 
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  機機関関等等のの所所在在地地 

機 関 名 所 在 地 電 話 番 号 郵便番号 

本 
 
 

 
 
 

局 

岡 山 県 企 業 局 

岡山市中区 

  古京町1-7-36 

（岡山県庁分庁舎３階）

総務企画課                   

総 務 班  (086)226-7542 

  経 理 班  (086)226-7543 

    経営推進室  (086)226-7544 

                (086)226-7545 

施設課                       

   発 電 班  (086)226-7546 

   工業用水班  (086)226-7547 

   土 木 班  (086)226-7541 

 

FAX (086)223-2584  

E-mail： 

   kigyokyoku@pref.okayama.lg.jp 

ｱﾄﾞﾚｽ   ： 

   http://www.pref.okayama.jp 

703-8278 

事 
 
 

 
 

業 
 

 
 
 

所 

発 電 総 合     

  管 理 事 務 所 

岡山市北区 

  芳賀5314 

代 表 電 話           (086)286-8040 

総 務 課      (086)286-8081 

発 電 課      (086)286-8082 

施設管理課      (086)286-8083 

 

FAX (086)286-8256     

E-mail： 

  sougouhatu@pref.okayama.lg.jp 

701-1221 

工業用水道事務所 
倉敷市 

  連島町西之浦5912-3 

総務課(代表電話)(086)446-2441 

給 水 課      (086)446-2981 

施設管理課      (086)446-2982 

 

FAX (086)448-3252 

E-mail： 

   kousui@pref.okayama.lg.jp 

712-8001 
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施  設  名 所  在  地 

発 
 
 

 
 
 

電 
 

 
 
 
 

所 

旭 

川 

水 

系 

旭 川 第 一 発 電 所            岡山市北区建部町鶴田919-1 

旭 川 第 二 発 電 所            岡山市北区建部町品田642-1 

寄 水 発 電 所            真庭市田口1299-2 

真 加 子 発 電 所            真庭市蒜山真加子57-2 

高
梁
川
水
系 

新 見 発 電 所            新見市金谷69 

千 屋 発 電 所            新見市坂本1717-4 

三 室 発 電 所            新見市神郷油野3413-10 

吉 
 

井 
 

川 
 

水 
 

系 

加 茂 発 電 所            津山市加茂町塔中241-6 

黒 木 え ん 堤 発 電 所            津山市加茂町黒木626-4 

越 畑 発 電 所            苫田郡鏡野町越畑23-4 

久 賀 発 電 所            美作市久賀1821-6 

倉 見 発 電 所            津山市加茂町倉見688 

滝 ノ 谷 発 電 所            津山市加茂町黒木644-3 

梶 並 発 電 所            美作市久賀2170-2 

阿 波 発 電 所            津山市阿波2820-8 

津 川 発 電 所            津山市奥津川878-2 

大 町 発 電 所            苫田郡鏡野町大町856-1 

苫 田 発 電 所            苫田郡鏡野町久田下原1536 

  岡山空港太陽光発電所            岡山市北区日応寺 

工 
 

業 
 

用 
 

水 
 

道 
水 

島 

鶴 新 田 浄 水 場            倉敷市連島町鶴新田1200 

亀 島 配 水 場            倉敷市水島南亀島町1-37 

塩 生 加 圧 ポ ン プ 場            倉敷市児島塩生2767-79 

通 生 配 水 池            倉敷市児島通生1552-7 

笠 

岡 

船 穂 揚 水 機 場            倉敷市船穂町船穂746-2 

笠 岡 浄 水 場            笠岡市金浦454 

茂 平 浄 水 場            笠岡市茂平3159 

用 之 江 配 水 池            笠岡市用之江500-4 

勝 

央 

勝 央 配 水 池            勝田郡勝央町太平台 

新 勝 央 配 水 池            勝田郡勝央町太平台68-2 

 ※ 上記の施設は全て無人となっています。    
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企企  業業  局局  のの  歩歩  みみ 

 

昭和26年 1月 

    28． 4 

    29． 2 

    29． 5 

    29．11 

    29．12 

 

    35． 4 

    36． 4 

    36． 7 

    38． 4 

    38． 5 

 

    38． 8 

 

 

 

    38． 9 

    38．10 

    39． 3 

    39． 4 

 

 

 

 

    39．10 

    41． 4 

    42． 1 

    42． 5 

 

 

    43． 3 

 

    43． 4 

 

 

  43． 9 

 

旭川第一発電所建設工事着手（旭川開発事務局担当） 

旭川第二発電所建設工事着手（    〃    ） 

旭川第一発電所運転開始 

     〃      建設工事竣工 

旭川第二発電所建設工事竣工、運転開始 

岡山県電気局を設置（旭川第一、第二発電所の営業開始に伴い発足。旭川開発事

務局廃止） 

水島第１期工業用水道建設工事着手（高梁川総合開発建設局担当） 

新見発電所建設工事着手（高梁川総合開発建設局担当） 

水島第１期工業用水道一部給水開始 

加茂町（現津山市）に加茂発電調査事務所を設置 

局に管理部、電気部を置き、管理部に総務課、経理課を、電気部に電気課、工務

課を置く。 

電気局の機構を改め、企業局とし、本局に管理、電気、工業用水の各部を置き、

管理部に総務課、経理課を、電気部に電気課、工務課を、工業用水部に業務課、

計画課を置く。 

倉敷市に工業用水道建設事務所を設置 

新見発電所運転開始 

    〃  建設工事竣工 

水島第１期工業用水道建設工事竣工 

加茂発電所建設工事着手 

加茂発電調査事務所を加茂発電建設事務所に改める。（加茂発電所の建設工事着

手に伴う機構変えによる。） 

新見市に横見水路事務所を設置（河本ダムの完成に伴い高梁川総合開発建設局が

廃止され残存工事である横見取水路工事が企業局の所管となる。） 

横見取水路建設工事竣工（横見水路工事事務所廃止） 

水島第２期工業用水道建設工事着手 

加茂発電所運転開始 

本局の機構のうち電気部、工業用水部を廃止して業務部、建設部を置き、業務部

に電気課、工業用水課を、建設部に計画課、工事課を置く。 

加茂町（現津山市）に阿波水路工事事務所を設置（加茂発電建設事務所廃止） 

加茂発電所建設工事竣工（阿波水路工事事務所廃止） 

鷲羽山有料道路建設工事着手 

倉敷市に有料道路建設事務所を設置 

水島第３期工業用水道建設工事着手 

水島第２期工業用水道給水開始 

川上村（現真庭市）に有料道路建設事務所蒜山現場事務所を設置。蒜山大山有料

道路建設工事着手 
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昭和44年 4月 

    45． 3 

    45． 4 

 

 

    45． 6 

    45． 7 

 

    45． 9 

    46． 3 

    46． 4 

    47． 3 

    47． 5 

    47．10 

    48． 4 

 

 

    49． 3 

   50．10 

 

    51． 4 

 

 

    53． 4 

 

 

 

    53．10 

    54． 3 

 

    54． 4 

    55． 4 

    56． 6 

 

    56． 7 

    57． 3 

 

 

    57． 4 

     

笠岡第１期工業用水道・共用導水路建設工事着手 

鷲羽山有料道路建設工事竣工 

鷲羽山有料道路供用開始 

本局の業務部に有料道路課を置く。 

笠岡市に工業用水道建設事務所笠岡現場事務所を設置 

蒜山大山有料道路建設工事竣工 

蒜山大山有料道路供用開始（有料道路建設事務所、同蒜山現場事務所廃止）。川

上村（現真庭市）に蒜山大山有料道路管理事務所を設置 

水島第３期工業用水道給水開始 

水島第２期工業用水道建設工事竣工 

水島第４期工業用水道建設工事着手 

笠岡共用導水路建設工事竣工 

笠岡第１期工業用水道建設工事竣工 

笠岡第１期工業用水道給水開始 

公営企業管理者を設置 

笠岡市に工業用水道建設事務所笠岡浄水場を設置（工業用水道建設事務所笠岡現

場事務所廃止） 

水島第３期工業用水道建設工事竣工 

水島第４期工業用水道一部給水開始、倉敷市に工業用水道建設事務所鶴新田浄水

場を設置 

本局機構のうち建設部の計画課、工事課を廃止して工務課を置く。 

蒜山大山有料道路管理事務所を廃止 

勝央工業用水道建設工事着手 

本局機構を改め、管理部(総務課、経理課）、業務部(電気課、工業用水課、有料

道路課）、建設部(工務課)の各部課を廃止し、総務課、経営課、施設課を置く。 

工業用水道建設事務所を工業用水道事務所に改め、工事課を廃止して施設課を置

く。 

黒木えん堤発電所建設工事着手 

黒木えん堤発電所建設工事竣工 

勝央工業用水道建設工事竣工 

黒木えん堤発電所運転開始 

勝央工業用水道給水開始 

越畑発電所建設工事着手 

久賀発電所建設工事着手 

高瀬発電所建設工事着手（土木部から受託工事） 

越畑発電所建設工事竣工 

久賀発電所建設工事竣工 

高瀬発電所建設工事竣工。運転開始（土木部から受託管理） 

越畑発電所運転開始 

久賀発電所運転開始 
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昭和57年 6月 

    58．10 

 

    58．11 

    59． 3 

    59． 4 

    59． 6 

    59． 7 

    59．12 

    60． 3 

    60． 4 

    60． 7 

    61．10 

    61．11 

    62． 4 

    63． 5 

平成元年 4月 

 

     2． 3 

     2． 4 

 

     2．10 

     3． 5 

 

     3． 6 

     4． 3 

     5． 2 

     5． 3 

     5． 4 

     5． 7 

     5． 8 

     6． 3 

     6. 4 

     7． 3 

   7． 4 

 

 

 

 

 

倉見発電所建設工事着手 

滝ノ谷発電所建設工事着手 

梶並発電所建設工事着手 

倉見発電所建設工事竣工。倉見発電所運転開始 

滝ノ谷発電所建設工事竣工 

滝ノ谷発電所運転開始 

梶並発電所建設工事竣工 

梶並発電所運転開始 

笠岡第２期工業用水道建設工事着手 

笠岡第２期工業用水道建設工事竣工 

笠岡第２期工業用水道給水開始 

阿波発電所建設工事着手 

阿波発電所建設工事竣工 

阿波発電所運転開始 

水島第４期工業用水道の児島地区工業用水道建設工事着手 

児島工業用水道建設事務所を設置 

本局機構のうち経営課を経営企画課に改める。 

寄水発電所建設現場事務所を設置 

寄水発電所建設工事着手 

児島地区工業用水道一部給水開始 

笠岡工業用水道建設事務所を設置 

笠岡第３期工業用水道建設工事着手 

津川発電所建設工事着手 

寄水発電所建設工事竣工 

寄水発電所運転開始。寄水発電所建設現場事務所を廃止 

児島地区工業用水道竣工。児島工業用水道建設事務所を廃止 

千屋発電所建設工事着手 

笠岡第３期工業用水道竣工。笠岡第３期工業用水道建設事務所を廃止 

笠岡第３期工業用水道給水開始 

蒜山大山有料道路無料開放 

企業局開設３０周年 

県庁太陽光発電システム竣工 

勝央工業用水道新勝央中核工業団地への給水区域の拡大工事着手 

津川発電所建設工事竣工 

本局機構のうち経営企画課を経営課に改める。 

鷲羽山有料道路無料開放（有料道路事業廃止） 

津川発電所運転開始 

大町発電所建設現場事務所を設置 
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平成 7年 5月 

     8． 3 

     8．10 

     9． 3 

     9． 4 

    10． 3 

    10． 8 

    10． 9 

    10．10 

    11． 9 

    13． 3 

    13． 4 

    13． 8 

    15． 2 

  15． 3 

    15． 8 

    16． 4 

  16．12 

  17． 2 

 

  17． 3 

  17． 4 

  17．12 

  18． 2 

  18． 3 

  18． 4 

     

    19.  2 

 

    19.  4 

  20． 2 

  20． 4 

  21． 4 

 

    22. 4 

  25． 3 

  25． 8 

 

  25．12 

    27.  4 

大町発電所建設工事着手 

勝央工業用水道新勝央中核工業団地への給水区域の拡大工事竣工 

企業局ホームページを開設 

大町発電所建設工事竣工。大町発電所建設現場事務所を廃止 

大町発電所運転開始 

苫田ダム建設事業に係る発電事業に参加（第3回苫田ダム基本計画変更） 

千屋発電所建設工事竣工。千屋発電所運転開始 

真加子発電所建設工事着手（中国電力（株）との基本協定締結） 

勝央工業用水道新勝央中核工業団地へ給水開始 

苫田発電所建設工事着手（中国電力（株）との基本協定締結） 

真加子発電所建設工事竣工 

真加子発電所運転開始 

三室発電所建設工事着手 

西之浦浄水場、西阿知取水場太陽光発電システム竣工 

「岡山県企業局中期プラン（経営5カ年計画）」策定 

企業局開設４０周年 

本局機構を改め、企画政策班を置く。 

旭川発電所営業開始（電気事業開始）５０周年 

県総合グラウンドにハイブリッド照明灯設置（旭川発電所５０周年記念事業） 

西之浦浄水場太陽光発電システム竣工（増設） 

苫田発電所建設工事竣工 

苫田発電所運転開始 

「岡山県企業局中期プラン（経営5カ年計画）」改訂 

鶴新田浄水場、笠岡浄水場太陽光発電システム竣工 

三室発電所建設工事竣工 

三室発電所運転開始 

笠岡浄水場を工業用水道事務所に統合無人化 

発電総合管理事務所太陽光発電システム竣工 

西之浦浄水場太陽光発電システム竣工（増設） 

本局機構のうち企画政策班を廃止し、総務課を総務企画課に改める。 

鶴新田浄水場太陽光発電システム竣工（増設） 

総務企画課に企画班を置く。 

旭川・新見・加茂発電所を無人化し、発電総合管理事務所運用開始 

本局機構のうち経営課を総務企画課の課内室とし、経営推進室に改める。 

本局機構のうち企画班を廃止する。 

岡山空港太陽光発電所建設工事着手 

企業局開設５０周年 

岡山空港太陽光発電所一部竣工（一部運転開始） 

岡山空港太陽光発電所工事竣工（全面運転開始） 

発電総合管理事務所に総務課を置く。 
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平成27年10月 

28.  3   

            

28.  8  

28. 12   

    29. 10 

  31. 1 

令和 2年 2月 

 

玉島ハーバーアイランド工業用水道配水管布設工事着手 

本局を岡山県庁分庁舎（岡山市中区古京町）に移転 

県庁太陽光発電システム廃止 

玉島ハーバーアイランド工業用水道配水管布設工事竣工 

玉島ハーバーアイランドへの給水開始 

倉見発電所リニューアル運転開始 

「岡山県企業局経営計画（2019～2028）」策定 

中国電力(株)と「おかやま水力電気活用プラン」に係る協定締結 
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瀬
戸
大
橋
線

山陽
自動
車道

芸備
線 旭川第一発電所

新見発電所

三室発電所

旭川第二発電所

発電総合管理事務所

工業用水道事務所
（西之浦浄水場）
（鶴新田浄水場）
（西阿知取水場）

工業用水道事務所
（笠岡浄水場）

加茂発電所

倉見発電所
滝ノ谷発電所

久賀発電所

津川発電所

大町発電所

苫田発電所
梶並発電所

阿波発電所

越畑発電所

真加子発電所

寄水発電所

千屋発電所

黒木えん堤発電所

10
13

11

14

17

16

12

15
18

❸

❶
❷

❹
❺❻
❾
❽

❼

水力発電所

太陽光発電システム

太陽光発電所

C

B

勝央工業用水道

笠岡工業用水道
A

水島工業用水道

19

電気事業の概要

発　電　所　名 場　所 最大出力
（kW）

年間目標供給
電力量（千kWh） 運転開始年月

１ 旭 川 第 一 岡山市 18,700 ｝96,059 Ｓ29.  2
２ 旭 川 第 二 〃 3,700 29.11
３ 新 見 新見市 10,900 30,592 38. 9
４ 加 茂 津山市 14,000 48,576 42. 1
５ 黒木えん堤 〃 100 518 54. 4
６ 越 畑 鏡野町 200    863 57. 4
７ 久 賀 美作市 190 1,061 〃
８ 倉 見 津山市 660 3,100 58.11※
９ 滝 ノ 谷 〃 120 293 59. 4
10 梶 並 美作市 180 690 59. 7
11 阿 波 津山市 360 238 61.11
12 寄 水 真庭市 1,500 6,661 Ｈ3.  6
13 津 川 津山市 360 1,678 7. 4
14 大 町 鏡野町 1,200 4,626 9. 4
15 千 屋 新見市 3,000 13,289 10. 8
16 真 加 子 真庭市 1,200 4,818 13. 4
17 苫 田 鏡野町 4,600 22,884 17. 4
18 三 室 新見市 460 2,574 18. 4

合　　　　計 64,930 242,120 －

工業用水道事業の概要

区　　分 施設能力
（m3 ／日） 給　水　区　域 給　水

※H29.10リニューアル

工場数
Ａ 水島工業用水道 708,000 倉敷市 60
B 笠 岡工業用水道 笠岡市、里庄町 20
C 勝 央工業用水道 4,200 勝央町 13
合　　　　　計 761,900 　－    93

太陽光発電システムの概要

49,700

設　置　箇　所 場　所 最大出力
（kＷ）

予想年間発電
電力量（千kWh） 運転開始年月

ア 岡山市 20 21

イ

発電総合管理事務所 Ｈ19.  2
工 業 用 水 道事務所

ウ
西之浦浄水場 倉敷市 800 896 Ｈ15.2 ～Ｈ19.2

エ
西 阿知取水場 〃 4.5 4.8 Ｈ15.2

オ
鶴 新田浄水場 〃 600 648 Ｈ18.2 ～Ｈ20.2
笠 岡 浄 水 場 笠岡市 70 65.7 Ｈ18.  2
合　　　計 1,494.5 1,635.5 －

◎企業局事業一覧

令和5年4月1日　現在

工業用水道

岡山空港太陽光発電所

19 岡山市 3,500 3,600 25. 8岡 山 空 港
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